
酉
易
ご
昌
蔚
門
凰
ご
甲
＄
い
国
巴
画
目
員
①
》
ご
己
．

【
編
著
書
】
三
８
．
犀
○
○
房
》
Ｑ
］
出
目
序
ぐ
亀
〕
西
少
．
“
国
匡
目
○
国
ご
‐

弓
【
四
国
め
つ
○
門
蔚
旦
冒
蔚
ｍ
【
四
厨
刷
旦
国
Ｃ
Ｑ
］
甸
匡
。
ｇ
ざ
ロ
画
己
・

号
の
ロ
ｇ
ｇ
ｇ
目
①
昌
旦
両
目
Ｃ
Ｑ
旨
ｇ
ｏ
陽
』
鴎
ｌ
圏
、
雪

冒
８
国
日
○
雷
｝
○
百
ｍ
目
○
国
己
瓜
肘
匡
》
祠
閃
（
①
号
・
）
酔

弓
冨
閏
里
日
月
色
ロ
２
里
○
で
日
の
昌
旦
も
面
涜
さ
ざ
四
８
］

弓
彦
○
巨
胴
胃
．
四
四
昏
曾
》
ｚ
①
雪
国
○
ユ
ハ
》
岳
＄
、

六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校

正
の
際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一

部
残
す
こ
と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・

資
料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
印
刷
上
の
誤
植

を
訂
正
す
る
に
留
め
、
原
稿
の
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
は

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
日
ま

で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

八
刷
り
上
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四
枚
）

ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実
費
は

著
者
負
担
と
す
る
。

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望
者

は
校
正
刷
同
封
の
申
込
言
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

’
○
原
槁
の
送
り
先

〒
二
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

う
。
◆
こ
こ
で
は
欧
文
抄
録
に
つ
い
て
書
い
て
お
き
た
い
。
論
文
本
体

か
ら
見
て
二
次
的
な
比
重
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
、
投
稿
に
際
し

て
不
必
要
な
負
担
に
な
っ
て
は
困
る
か
ら
で
あ
る
。
◆
欧
文
抄
録
は
も

と
も
と
文
部
省
か
ら
補
助
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
伴
う
要
請
に
依
っ
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
・
日
常
的
に
欧
文
を
使
っ
て
い
な
い
わ
れ
わ
れ
に
、

こ
の
点
で
ご
協
力
頂
い
て
い
る
の
が
編
集
顧
問
の
ブ
ル
ー
ス
・
ア
レ
ン

氏
で
あ
る
。
同
氏
は
順
天
堂
大
学
で
英
語
を
教
え
て
お
ら
れ
、
現
編
集

委
員
会
の
発
足
当
初
か
ら
ご
尽
力
願
っ
て
い
る
が
、
従
来
と
異
な
り
、

必
要
に
応
じ
て
委
員
会
に
足
を
運
ぶ
な
ど
、
献
身
的
に
ご
協
力
下
さ
っ

て
い
る
。
◆
前
回
の
投
稿
規
定
の
改
訂
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
欧
文
抄

録
の
対
訳
和
文
を
必
須
と
し
て
要
求
さ
れ
た
の
も
同
氏
で
あ
り
、
大
文

字
使
用
上
の
原
則
な
ど
も
氏
の
示
唆
に
拠
っ
て
い
る
が
、
私
ど
も
と
し

て
特
に
有
難
い
の
は
、
原
意
を
活
か
せ
る
限
り
で
原
文
に
極
力
近
い
形

の
訂
正
を
心
が
け
て
頂
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
よ
く
よ
く
の
こ
と
が
な

い
限
り
、
根
治
手
術
に
頼
ら
ず
、
保
存
的
に
処
置
し
て
頂
く
の
が
有
難

い
こ
と
は
、
経
験
者
な
ら
充
分
理
解
さ
れ
る
と
思
う
。
◆
ど
う
ぞ
あ
ま

り
億
劫
が
ら
ず
に
欧
文
抄
録
を
作
っ
て
頂
き
た
い
が
、
そ
の
際
ぜ
ひ
題

名
と
全
著
者
名
も
和
欧
文
と
も
に
忘
れ
ず
含
め
て
頂
き
た
い
。
そ
れ
が

一
つ
で
も
欠
け
る
と
、
ア
レ
ン
氏
か
ら
私
宛
の
書
簡
に
基
づ
い
て
編
集

の
最
終
過
程
で
あ
る
裏
表
紙
の
作
成
手
順
が
狂
っ
て
き
て
、
発
行
が
一

週
間
程
度
遅
れ
る
の
が
こ
こ
数
号
の
現
状
だ
か
ら
で
あ
る
。
（
三
輪
卓
爾
）

編
集
後
記

未
曾
有
の
暑
い
夏
を
克
服
し
て
、
諸
賢

に
は
無
事
爽
秋
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思

395 (143）


